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【要旨】 教育センター学びの丘が実施する一部の研修では，経験年数等を解いた小グループを

意図的に編成し，それぞれの教育実践を読み解く場となるクロスセッションを設定している。

本稿では，研修振り返りシートと研修受講者への聞き取り調査等を 4 人の研修担当者がそれぞ

れの手法で分析することを通して，研修受講者がワークショップでどのような学びを得ている

のかを明らかにする。そして，それらの結果を基にして各キャリア段階及び様々な職種の教職

員の学びを促進するクロスセッションの在り方について検討する。 

 
【キーワード】 クロスセッション，若手教員，中堅教員，教職員の学び，M-GTA， 
        教職経験年数に対応した研修
 
 

１ はじめに 

（１）クロスセッションの目的 

 和歌山県教育センター学びの丘（以下，当セ

ンターと略記）では，いくつかの研修において

クロスセッションの機会を設けている。クロス

セッションとは，「経験年数等を解いた小グル

ープを編成し，それぞれの教育実践を読み解く

場」（※１）を指す。教職経験年数に対応した研

修においては，経験年数だけでなく，職種や担

当教科の異なる受講者によるクロスセッショ

ンを実施している。このクロスセッションを通

して，それぞれのキャリア段階における学びが

促進されることを目的としている。 

 独立行政法人教職員支援機構「教職員研修の

手引き 2018－効果的な運営のための知識・技

術－」には，効果的な研修を実施するために，

「知識伝達型のレクチャー（講義）」，「問題解

決型のワークショップ（協働）」，「省察型のリ

フレクション（省察）」といった３つの主な研

修スタイルを組み合わせることが望ましいと

示されている。しかし，コロナ禍において研修

の在り方が再考され，レクチャー（講義）につ

いては，オンライン研修，もしくはオンデマン

ド研修に移行されたり，集合型研修の事前課題

として活用されたりすることが増してきた。そ

のため，集合型研修を実施する際には，ワーク

ショップやリフレクションの充実を図る必要

が一層求められる。当センターで実施するクロ

スセッションは，リフレクション機能を兼ね備

えたワークショップ活動であり，研修での学び

を促進する有効な手段の一つであると考えて

いる。 

 

（２）リフレクションによる教職員の学び 

経験的学習サイクルモデルを提唱したデイ

ビッド・コルブは，4段階からなる経験を生か

した学習プロセス（図１）において，具体的な

図１ コルブの経験的学習サイクルモデルを
基に作成 
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経験を取り出し，概念化に至るまでの間に，省

察（リフレクション）が必要であるとしている。 

教職員の職能発達にリフレクションは欠か

せない。しかし，教育現場の多忙が叫ばれる中，

日々の実践について十分なリフレクションを

行うことが難しくなっていることも考えられ

るため，校外での研修（Off-JT）において，リ

フレクションの機会を保障することが重要で

あると考えている。 

坂田ら（2019）の「二重の構造」のリフレク

ションを参考にして，ここでいうリフレクショ

ンを，以下の２つの営みを指すこととした。 

①所属校等でこれまで経験した教育実践に

ついて多様な観点から振り返る。 

②クロスセッションを「経験」と捉え，小グ

ループでの協議の際に自分がどのような

状態なのかを振り返る。 

 ①は，ワークショップ等を通して，自身の教

育実践について振り返ることである。②は，①

のようなリフレクションをしている瞬間の自

分がどのような状態なのかを俯瞰して捉える

ことである。坂田ら（2019）は，「二重の構造」

のリフレクションを併せなければ，この先の行

動の変容にはつながらないと述べている。また，

②については，「ワークとして出されたお題に

ついてリフレクションしている最中に，そのリ

フレクションしている今のあなたについてリ

フレクションしてくださいとなると，『その中

身についてリフレクションして得られたこと』

と『今の状態をリフレクションして得られたこ

と』の区別が困難」（※２）なため，慣れるまで

は少々難しい営みであるとも述べている。その

ため，継続的に「二重の構造」のリフレクショ

ンに取り組む必要がある。 

 

（３）研究の目的 

クロスセッションは，教職員主体の実践的な

活動であるため，また日々の教育実践等への気

付きや学校現場で役立つ具体的な内容を学ぶ

機会であるため，受講者の満足度は高い。当セ

ンターがこれまでに実施した，２年次教員と中

堅教諭等資質向上研修対象教員（以下，中堅教

員と略記）によるクロスセッションにおいては，

「２年次教員が授業実践力向上への示唆を得

たこと，中堅教員が教職キャリア形成への意欲

向上につながったこと」（※３）を成果として挙

げ，クロスセッションの有効性を述べている。

本稿では，クロスセッションによる教職員の学

びに焦点を当て，どのような学びがあったのか

を明らかにする。また，どのようにすればその

学びを所属校での実践や業務につなげること

ができるのかについて考察する。そのため，主

に３つのクロスセッションを取り上げ，研修後

に受講者が記入した振り返りシートやレポー

トの記述から，受講者の学びについて分析する。

また，研修事後アンケートや聞き取り調査を行

い，それらの記述や調査結果から日々の実践等

とのつながりを見取る。これらを踏まえて，次

年度以降のクロスセッションを用いた研修の

在り方を検討する。 

 

２ ２年次教員と中堅教員によるクロスセッ

ション 

（１）概要 

 令和4年7月26日から29日にかけて表１のと

おり，２年次教員と中堅教員によるクロスセッ

ションを実施した。両研修の対象者総数は例年

500人近くとなるため，校種及び地域を考慮し，

4日間に分散して実施した（注１）。 

 

研修名 ２年次研修教育課題研修① 中堅教諭等資質向上研修共通研修２ 

目的 ・スクール・コンプライアンスについて理解を深

め，自らの実践を振り返り，教員としての課題

解決能力の向上を図る。 

・教職2年目の課題を明らかにし，3年目へ向けて

目標を設定するとともに，教員としての使命を

再認識し，更なる実践的指導力向上への意欲を

高める。 

・生徒指導の現状を把握するとともに，事例検討を

通して校内における生徒指導を推進することが

できる中堅教員としての資質・能力の向上を図

る。 

・校内において授業改善推進の役割を担い，指標を

活用して校内研修を活性化することができる中

堅教員としての資質・能力の向上を図る。 

内容 

 

１．スクール・コンプライアンス 

２．教育課題研究に向けて 

３．授業改善に向けて 

４．学び続けるために－指標活用－ 

１．児童生徒理解のための事例検討法 

２．授業改善の理念と方法 

３．授業改善に向けて 

４．学び続けるために－指標活用－ 

表１ クロスセッション実施当日における２年次研修及び中堅教諭等資質向上研修の目的・内容 

（＊はクロスセッションとして実施した内容） 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
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 表１中の「２．教育課題研究に向けて」及び

「２．授業改善の理念と方法」は，当該研修ご

との研修室で行い，その後，「３．授業改善に

向けて」において２年次教員及び中堅教員が同

一会場に集い研修を実施した。「３．授業改善

に向けて」は，所属校種や担当教科等を基に編

成（注２）した3～4人のグループでクロスセッ

ションを行った。 

 

 ア クロスセッション１「授業改善に向けて」 

 ２年次教員は，教育課題研究において教科指

導に関する「指導法の工夫」をテーマとした個

人研究に取り組む（注３）。本研修は，そのため

の課題把握及びテーマ設定のプロセスを学ぶ

場としての位置づけである。表１中の「２．教

育課題研究に向けて」では，ワークシート（図

２）を用いて自身の取組の省察を行い，２学期

に向けての学習指導に係る具体的な改善策を

検討した。 

 表１中の「３．授業改善に向けて」では，２

年次教員が午前の部において取り組んだ省察

を基に，中堅教員に対して自身の課題や目標，

研究テーマ等について説明し，助言を得る形態

とした。中堅教員はファシリテーター役を務め，

２年次教員の取組や課題を引き出すとともに，

２年次教員が自ら気付きを得られるような助

言ができるように努めた。２年次教員にとって

は，各自が取り組む学習指導に係る教育課題研

究で必要となる具体的な指導法等について，中

堅教員との協議から新たな気付きを得る機会

となることを想定している。 

中堅教員には，職場における同僚性や協働性

を高め，教育活動を組織化するミドルリーダー

としての役割が求められており，実際に研修の

一環として校内研修会の運営実践を行う（注４）。

クロスセッションは，校内研修の活性化のため

の心構えや手法を学ぶ機会の一つとして位置

づけている。そのため，表１中の「２．授業改

善の理念と方法」では，クロスセッションの内

容や授業の当事者を大切にした授業研究の方

法として，授業者に寄り添ってファシリテート

する心構えや手法・技術について講義を行った。

表１中の「３．授業改善に向けて」で中堅教員

は，２年次教員の課題解決のために，支援的な

立場で協議を進行する。このことから中堅教員

には，自身のキャリアや実践を振り返ったり，

個々の課題に応じた助言を考えたりする等の

学びが生じることを想定している。 

 

 イ クロスセッション２「学び続けるために

－指標活用－」 

 表１中の「４．学び続けるために－指標活用

－」では，本県の指標を基にした「教員に求め

られる資質・能力 自己評価シート」（図３）を

活用し，２年次教員と中堅教員が，それぞれ「授

業実践力」に絞って振り返るとともに，クロス

セッション１と同じグループ内で，自身が培っ

てきた資質・能力や見出した課題について交流

した。ここでは２年次教員・中堅教員ともに，

これまで経験した教育実践について多様な観

点から振り返ることによる気付きが得られる

と想定した。 

（２）２年次教員の学び 

 ア 分析 

 （ア）分析対象 

  ２年次教員の学びについては，令和4年度

日々授業を行う上で、
「今、担当（担任）してい
る児童生徒は、何ができて
いて、どんなことを苦手と
しているか」

事実

日々授業を行う上で、
「今、担当（担任）して
いる児童生徒には、どの
ようになってほしいか」

目標

日々授業を行う上で、
「今、担当（担任）して
いる児童生徒は、なぜ、
目標を達成することがで
きないのか」

分析

日々授業を行う上で、
「どんな指導法の工夫をしていくか」

テーマ

設定したテーマのもと、
「具体的にどんなことを
するのか」「何ができる

のか」 具体策

図２ 自身の取組を省察するワークシート 
本時・単元のねらいに沿った

授業構成及び評価計画
（計画）
Ｐｌａｎ

【目指す具体的な姿】

学習指導と評価技術
（実行）

Ｄｏ

【目指す具体的な姿】

自身の授業を振り返る姿勢
（分析・修正）

Ｃｈｅｃｋ　Ａｃｔｉｏｎ

【目指す具体的な姿】

授
業
実
践
力

授
業
構
想
能
力

本時のねらいを意識しためあての設定やまとめを考え、本時の保育、授業計画を立てようとするとともに、先輩教員
の助言を得ながら単元計画や評価計画を立てることができる。

○教科書で教材研究を行う力（全）
○本時の目標、授業展開、評価の一体化を目指す力（全）
○主体的・対話的で深い学びの実現に向け、目標や子供に付けたい力、教員の関わりを明確にして保育、授業構想
をする力（全）
○板書計画を立てる力（１～２）
○教材や教具、環境を活用する力（１～２）
○本時の目標と保育、授業展開との整合性を考える力（１～２）
○子供の実態（学習意欲や習熟状況等）を踏まえた保育、学習指導を計画する力（１～２）

指
導
技
能

子供の発言や机間指導により、子供の反応や理解を確かめながら保育、授業を行うとともに、子供の理解度を、設
定した場面・評価規準により評価することができる。

○ＩＣＴを効果的に活用できる力（全）
○他者と関わる中で考えを深める「対話的な学び」を大切にした保育、授業展開を行う力（全）
○思考力、判断力、表現力等を身に付けさせる保育、授業の工夫改善を行う力（全）
○子供の意欲や関心、興味から子供の姿や状況を見定めるとともに、ねらいに沿った保育、授業展開を行ったり主
体的な活動を支援したりする力（全）
○保育、授業研究を通して、明確な指示・説明や適切な発問等の指導技能向上に努める態度（全）
○子供が自己選択、自己決定し、主体的に活動する時間や、考えたり表現したりする時間を取り入れた保育、授業
を展開する力（全）
○教育要領、学習指導要領の内容を理解して、保育、授業を行う力（１）
○本時のねらいについて、定められた観点で評価を行う力（１～２）
○B評価に達しない子供に対して、学習状況を見ながら個別の支援を行う力（１～２）

省
察

日々の保育、授業実践を振り返り、自身の課題を把握・分析し、改善することができる。

○研究保育、研究授業を行い、進んで保育、授業改善に取り組もうとする意欲（全）
○進んで研究会等に参加しようとする意欲（全）
○自己研鑽を重ね、常に保育、授業改善に取り組む姿勢（全）
○先輩教員からの助言を謙虚に受け止め、自身の保育、授業を振り返るとともに、積極的に先輩教員に助言を求め
る態度（１～２）

１段階

基礎形成期
（目安：１年目～３年目）

教壇に立つ者として身に付けておくべき、教職としての基礎・基本を実践しようとする。

達成度評価

視
点

Ⅰ期

　 月　 日

Ⅱ期

　 月　 日
年度末

キャリア段階

資質・能力

図３ 教員に求められる資質・能力 自己評価 

シート（一部）（注５） 
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２年次研修教育課題研修①受講者221人（小

学校教員104人，中学校教員64人，高等学校

教員24人，特別支援学校教員29人）が研修実

施後に回答した振り返りシートの記述デー

タを基に分析する。受講者に回答を求めた質

問は次の2項目である（表２）。 

 

表２ クロスセッションに関する振り返りシー

トの質問項目及び回答方法 

 

 （イ）分析方法 

  表２により得られた回答を基に，次の①～

④の手続きで分析を行った。 

①クロスセッションに関する振り返りシー

トの記述を集約し，記述内容からキーワー

ドを抽出する。 

 （1文に２つのキーワードが含まれるもの

は個別に抽出する） 

②抽出したキーワードを，類似するグループ

に分類する。 

③分類にラベルを付し，さらに上位のカテゴ

リーにまとめる。 

④上記手続きで整理したラベル及びカテゴ

リーや受講者の記述内容，達成度等により

受講者の学びの傾向を把握する。 

  これらの分析手続きを経て，抽出キーワー

ドごとにまとめた各分類に「省察の機会」「新

たな視点・気付き」「課題の明確化」「課題

解決」「不安解消」「モチベーション」「達

成感・満足感」「クロスの良さ」「今後の教

員像」のラベルを付すとともに，各特性を基

に「課題に応じた具体的な方策」「教育実践

への意欲」「将来の姿」の３つの上位カテゴ

リーを設定した（表３）。 

表３ 振り返りシートの記述分析による上位カ

テゴリーと分類ラベル 

 

  「課題解決」は，自身が抱える課題の解決

に直結する学びを得たとするもの，「課題の

明確化」は，今後の改善に向けて見えてきた

課題，「クロスの良さ」は，クロスセッショ

ンの良さや必要性を感じ，所属校においても

先輩教員等と行っていきたいとする記述を

分類したものにラベルを付している。表４に

示すのは校種ごとの記述とそれに付したラ

ベルの一部である。 

 

表４ 振り返りシートの記述（抜粋） 

 

 イ 結果 

 上位カテゴリーの一つである「課題に応じた

質
問
１ 

今回の研修で，あなたは何を学びましたか。

本研修の目的を踏まえた上で，達成度を選

択するとともに，簡潔な文章で入力してく

ださい。 

内
容
・
回
答
方
法 

【授業改善に向けて】 

→４件法による自己評価（達成度）及び 

自由記述 

【学び続けるために－指標活用－】 

→４件法による自己評価（達成度）及び 

自由記述 

質
問
２ 

研修を終えて，今回学んだことを今後の実

践にどのように生かしていこうと考えてい

ますか。簡潔な文章で入力してください。 

回
答

方
法 

自由記述 

課題に応じた 

具体的な方策 

教育実践への 

意欲 
将来の姿 

課題解決 モチベーション 今後の教員像 

課題の明確化 達成感・満足感  

新たな視点・気付き クロスの良さ  

省察の機会   

不安解消   

校種 記述内容 ラベル 

小 

より効果的な方法を教わり，

「２学期も頑張ろう」という気

持ちになった。 

課題解決 

モチベーション 

小 

自分の思いつかなかった手立て

を教わり，大変勉強になった。

所属校でも積極的に先輩の助言

を受けていきたい。 

新たな視点・気付き 

クロスの良さ 

中 

私も中堅になった時にたくさん

の引き出しが持てるよう，これ

からも精進していきたい。 

今後の教員像 

モチベーション 

中 

2 年目の途中でこの研修があっ

たことの意義は非常に大きいと

感じた。 

達成感・満足感 

モチベーション 

高 

中堅の先生に意見をいただくこ

とで，原因や解決策について考え

を深めることができた。 

課題解決 

高 

日頃から先輩教員に質問したり，

授業を参観させていただいたり

しようと思った。 

モチベーション 

クロスの良さ 

特 

中堅の先生方が真摯に自分の課

題を分析し，向き合っておられる

姿を見て，自分も学び続ける教師

でありたいと改めて思った。 

今後の教員像 

モチベーション 

特 

自分の考えを伝え，改善策を一緒

に考える機会はすごく貴重で，大

変参考となった。 

達成感・満足感 
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具体的な方策」に属する５つのラベルに関する

記述は，全校種合わせると全体の62％であった。

このことから，中堅教員とのクロスセッション

を通して，多くの２年次教員が自身の課題に応

じた方策について学びを得ていることがわか

った。全体的にみるとどの校種も「課題解決」

に関する数値が高いものの，特別支援学校につ

いては「新たな視点・気付き」が最も高い数値

を示した（図４）。これは，障害特性や発達段階

等によって個々に実態が異なることから，個に

応じた指導を基本とする特別支援学校に見ら

れる校種の特性によるものと考える。 

 また，「課題解決」に関する記述に着目する

と，中堅教員から助言を得たり，クロスセッシ

ョンを通して解決策を見出したりしたことで，

「所属校での実践に生かしたい」「２学期以降

も頑張りたい」といった「モチベーション」に

関する記述が多く見られ，自身が抱える悩みが

解消されたことで，改めて教育実践への意欲を

高めている傾向が見られた。 

 ２年次教員がクロスセッションで得た学び

を所属校での実践につなげていくためには，自

身が抱える喫緊の課題に応じた具体的な方策

を得ることが重要である。 

 伊藤（2021）は，大人の学びを成人学習理論

の考えに基づき，次のように示している。 

①現実生活の課題や問題により上手く対処

しうる学習の必要性を実感した時に人々

は何かを学習しようとする。（学習へのレ

ディネス） 

②より即時的で，問題解決中心の学習内容編

成が望まれる。（学習への方向付け） 

 これは，大人の学びには課題解決のプロセス

が重要であり，日常生活や普段の仕事上の課題

解決に即時的に役立つ内容が効果を発揮する

ことを示している。振り返りシートで集約した

達成度に着目すると，クロスセッション全体で

は43％が「十分に達成できた」，55％が「達成

できた」と評価しており，「授業改善に向けて」

のみに目を向けると，「十分に達成できた」と

評価した受講者は全体の50％を占め，「達成で

きた」と評価した受講者は48％であった。 

 これらのことから，クロスセッションを通し

て得た課題に応じた具体的な方策が，受講者に

とっては多くの学びを得る機会となり，満足度

や教育実践へのモチベーションの高まりに強

い影響を与えていると考えられる。 

 ２年次教員の教職キャリアの状況について

は，採用当時における新卒の割合が小学校50％，

中学校34％，高等学校19％，特別支援学校30％

となっており，講師経験は全校種を平均すると

2年9か月である。こうした教職キャリアの浅い

２年次教員にとっては，クロスセッションを通

して自身が抱える喫緊の課題に対する具体的

な方策を得ることは，今後の教育実践への意欲

を高める機会となるだけではなく，精神的な支

えにもなっていることが次の記述（表５）から

窺える。 

 

表５ 「不安解消」に関わる振り返りシートの 

記述（抜粋） 

 

 文部科学省が令和 3 年度に行った公立学校

教職員の人事行政状況調査では，精神疾患によ

る病気休職者数は 5,897 人と過去最多となっ

ている。クロスセッションを通して，自身の課

題を整理し，悩みを解消する１つの機会を得る

校種 記述内容 ラベル 

小 

私の話に耳を傾けてくださり，と

ても話しやすかった。心がスッキ

リした。 

課題解決 

不安解消 

中 

普段教科担当が 1人の状況の中，

悩んでいることがあったため，話

すことができて良かった。 

不安解消 

中 

中堅の先生と話すことで，自分の

中にあった悩みが少し軽くなっ

た。人に話すことで，解決するこ

ともあると感じた。 

不安解消 

クロスの良さ 

特 

今回話を聞いていただき，心が軽

くなった。私にはなかった視点が

得られたため，自立活動で取り組

んでいきたい。 

新たな視点・気付き 

不安解消 

0

5

10

15

20

25

30

35

校種別（割合）

小 中 高 特

(%)

課題に応じた具体的な方策 教育実践への意欲 将来の姿

図４ 受講者の学びを示す分類ラベルの割合

と上位カテゴリー 
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ことができたとすれば，その意義は大きいと考

える。また，平素，学校現場では多忙により，

日頃の教育実践を振り返る余裕のない受講者

も多い。本研修で設定している２つの省察は，

自身の課題が明確になるとともに，先輩教員の

姿を通して 10 年後の姿をイメージすること等，

今後の方向性について自覚する機会ともなっ

ている。本セッションを通して自身の課題を整

理し，教職キャリアの異なる先輩教員と授業に

ついて真剣に向き合う中で，新たな気付きを得

るとともに，先輩が成長する契機となった経験

や課題解決につながる教育実践を間接体験と

して学ぶことで，今後の教職キャリアについて

の見通しをもつことにつながるのではないか

と考えている。 

（担当：河本 義史） 

 

（３）中堅教員の学び  

中堅教員の学びについては，分析枠組として

質的研究法の一つである「修正版グラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded 

Theory Approach：以下，M-GTAと略記）」を

拠り所とした。木下（2020）によると，M-GTA

の適用領域は多岐にわたり，当初は社会福祉領

域での活用が際立っていたが，現在は学校教育

や経営マネジメントの領域など，様々な学際領

域においても用いられている。これら適用領域

全体に共通した特性としては，人と人との直接

的な関わり合い（社会相互作用）が展開されて

いる実践的専門領域であることが挙げられる。 

M-GTA は研究活動によって生成，共有，そ

して，体系化された知識を「理論」と規定し，

その生成を目的とするところに特徴がある。デ

ータを分析する際には，明らかにしたい問いと

して，研究テーマとは別に「分析テーマ」を設

定する。この分析テーマは，「○○に関するプ

ロセス」のようにプロセスという表現を用いる

ことが推奨されている（注６）。今

回，実際に分析を行うに当たって

は，岩崎・三鴨・足立（2009）及び

廣松・尾澤（2019）を参考とした（注

７）。 

本項では，分析テーマ「クロスセ

ッションから得られる中堅教員の

学びのプロセス」に沿って分析を行

い，まとめた結果を示す。そして，

本稿の冒頭で述べた「自身のキャリ

アや実践を振り返ったり，個々の課題に応じた

助言を考えたりする等の学び」及び「これまで

経験した教育実践について多様な観点から振

り返ることによる気付き」との比較検討を試み

る。 

 

 ア 分析 

 （ア）分析対象 

  令和 4 年度中堅教諭等資質向上研修共通

研修２受講者 197 人（小学校教員 81 人，中

学校教員 50人，高等学校教員 45人，特別支

援学校教員 21 人）の研修振り返りシートの

回答のうち，一部の 2項目 3事項を分析対象

とした。上記受講者に対して，研修終了後 1

週間を目途にきのくに教職員研修管理シス

テム（注８）において入力を求めた。分析対

象とした研修振り返りシートの質問は次の

とおりである。 

 

 （イ）分析方法 

  上記質問について，受講者の回答を精読後，

次の作業手順①～⑧に従って分析を行った。

また，本項における分析の流れについては図

５に示す。 

 ①本項の分析テーマである「クロスセッショ

ンから得られる中堅教員の学びのプロセ

ス」を意識しながら，自由記述の関連箇所

に着目し，それを一つの具体例とし，かつ

他の類似具体例をも説明できると考えら

・今回の研修で，あなたは何を学びましたか。本研修の目的

を踏まえた上で，達成度を選択するとともに，簡潔な文章

で入力してください。 

→「授業改善の理念と方法」「授業改善に向けて」 

（自由記述部分が分析対象） 

→「学び続けるために－指標活用－」 

（自由記述部分が分析対象） 

・研修を通して学んだことを，校内研修や今後の教育活動に

どのように生かしますか。具体的に入力してください。                            

（自由記述部分が分析対象） 

図５ 本項における分析の流れ 木下（2020）を基に作成 

カテゴリー生成：⑦～⑧

概念 概念 概念概念       

カテゴリー カテゴリー

明らかにしつつあるプロセス：⑧
「クロスセッションから得られる中堅

教員の学びのプロセス」

概念生成：①～⑤

もとデータ：
振り返りシートの記述

１ ２ ３ ５ ７４ ６            

収
束
化
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れる「概念」を生成する。 

 ②「概念」生成の際に，分析ワークシート（図

６）を作成し，概念名，定義，ヴァリエー

ション（具体例）などを記入する。 

 ③自由記述の分析を進める中で新たな「概念」

が生成される場合には，分析ワークシート

（詳細は後述の「（ウ）分析の過程❷」を

参照）を個々に作成する。 

 ④同時並行で，他の具体例を自由記述から探

し，ワークシートのヴァリエーション欄に

追加記入していく。 

 ⑤生成した「概念」の完成度は，類似例の確

認だけではなく，対極例についての比較の

観点からデータを見ていくことにより，解

釈が恣意的に偏るのを防ぐ。 

 ⑥生成した「概念」と「概念」の関係を個々

に検討する。 

 ⑦複数の「概念」の関係からなる「カテゴリ

ー」及び「領域」を生成し，分析結果図に

まとめ，文章化する。 

 ⑧上記分析結果図と，当初想定した学びのプ

ロセスとの比較検討を試みる。 

 （ウ）分析の過程 

 ❶「概念」の生成：分析は上記（イ）①によ

り，「概念」を生成することから始めた。

「クロスセッションから得られる中堅教

員の学びのプロセス」を想定し，それらが，

どのような要素によって形成されている

のかという点について，全ての記述内容を

部分ごとに解釈し，「概念」を生成した。

また，各「概念」にはその意味内容を的確

に表現するような短い言葉を与えた。その

際，前後の文脈に注意し，同じ「一緒に考

えたり」という記述であっても，それがど

のような文脈において記述された回答か

によって，生成された「概念」が異なるこ

ともある。例えば，「一緒に考えたり，気

づかせたりすることをすればよかったと

思っています。」という記述は＜引き出す

ことの難しさ＞という「概念」に含め，「２

年次の先生と対話したことが有意義でし

た。ミドルリーダーとして，自分の考えや

答えを出しすぎるのではなく，一緒に考え

たり，気づかせたりすることの大切さを実

感しました。」 という記述は＜一緒に考え

る＞という「概念」に含めるなどである。 

❷「概念」生成の提示：１つの「概念」生成

過程を例示する。ある受講者は「若手の教

員にただ答えを与えようとするのではな

く，彼らの力を伸ばし，引き出せるファシ

リテーターであり続けることが大切であ

ると感じた。クロスセッションで意識した，

“引き出す”ことを生かして，所属校でも

コミュニケーションをとっていきたい。」

と記述した。また，別の受講者は「授業改

善に向けて，２年次の先生方のリアルな悩

みに直面して，今学校にいる若い先生方も

悩んでいることが多いのではと思いまし

た。」と記述している。これらの記述は，

受講者がクロスセッションの中で，２年次

教員の語りに寄り添う意識をもって協議

のファシリテーターを務めた実感として

述べたものだと考えた。こうした記述から，

「寄り添う」という視点に注目し，他の類

似例を検討する中で，「日常の授業実践に

関する悩みや課題と考えている事柄につ

いて，協議の中で聞き出したり，引き出し

たりすることにより“見える化する”こと」

と定義し，＜引き出す，悩みを聞く＞とい

う「概念」を生成した。上述の（イ）分析

概念名：＜引き出す，悩みを聞く＞ 

定 義：日常の授業実践に関する悩みや課題と考えている事柄について，協議の

中で聞き出したり，引き出したりすることにより“見える化”すること。 

ヴァリエー

ション 

（具体例） 
１ 

２年次の先生と話した。みなさん，子供を理解しようとし，

子供のためにと真摯に仕事に取り組まれていた。誰もが悩

みながらも，子供たちのために働いているということを，

あの場のみんなが実感をもって確認できてよかった。 

２ 

答えを出すだけではなく，ファシリテーターとして引き出

すことをこれから意識したいです。そのような姿勢でいる

ことで，授業を行っていく時にも子供の考えを引き出すこ

とにもつながっていくのではないかと思いました。 

３ 

若手の教員にただ答えを与えようとするのではなく，彼ら

の力を伸ばし，引き出せるファシリテーターであり続ける

ことが大切であると感じた。クロスセッションで意識した，

“引き出す”ことを生かして，所属校でもコミュニケーシ

ョンをとっていきたい。 

４ 

授業改善に向けて，２年次の先生方のリアルな悩みに直面

して，今学校にいる若い先生方も悩んでいることが多いの

では，と思いました。中堅，ミドルリーダーとして助言と

いうよりも，その先生が気付きを得られるような発言を考

えるということはなかなか難しいことだと感じました。し

かし，その力を自ら付けていくことが大事だと思いました。 

５ 

若手教員が話しやすい環境，雰囲気を作ることが大切だと

感じた。悩み事でなくても，日常のできごとなどを報告し

たくなるような職場の同僚性を高めたい。 

他 （省略） 

[理論的メモ] 

１．＜引き出す，悩みを聞く＞ために心掛けること→２年次教員が話しやすい環

境，親和的な雰囲気をつくり出そうとしている。 

２．＜引き出す，悩みを聞く＞ことで感じたこと→職場にいる若手教員とこれま

で以上にコミュニケーションをとり，サポートしようとしている。/所属校

の若手教員も悩んでいるのではないか（日常では得られなかった気付き）。/

コミュニケーションの大切さ。 

３．「聞き取ったこと」に対する解決策を考える経験から得たこと→自身が経験

から得てきたものの大きさ（価値付け）。 

 図６ 分析ワークシート例 
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方法の②及び③に示したとおり，個々の

「概念」生成においては，分析ワークシー

トを作成し，概念名，定義，ヴァリエーシ

ョン（具体例），理論的メモ（注９）を記入

した。他の「概念」も同様の手順で解釈を

行い生成した。 

 ❸「カテゴリー」及び「領域」の生成：内容

が類似する概念をデータに基づいてまと

め，「カテゴリー」を生成した。各「カテ

ゴリー」について，その意味内容を表現す

る短いカテゴリー名を与えた。さらに中堅

教員の学びの要素ごとに「領域」としてま

とめた。 

 

 イ 結果 

分析の結果，「クロスセッションから得られ

る中堅教員の学びのプロセス」として，分析結

果図（図７）に示すとおり，3領域，7カテゴリ

ー，13概念を生成した。以下では，各カテゴリ

ーの「概念」について説明する。 

なお，分析により生成した領域名，カテゴリ

ー名，概念名はそれぞれ【】，『』，＜＞内に示

す。 

 （ア）領域１【具体的な行動】 

  【具体的な行動】は『経験に基づく行動』，

『寄り添うことを意識した行動』の2カテゴ

リーで構成した。 

  『経験に基づく行動』は，２年次教員の授

業実践で感じている悩みや課題について，自

身の実践や経験から得た知識を基に＜アド

バイスをする＞ような行動である。 

  『寄り添うことを意識した行動』は，悩み 

や課題について，＜引き出す，悩みを聞く＞

という姿勢で協議を進めたり，悩みや課題の

解決策について＜一緒に考える＞姿勢で協

議に臨んだりすることである。 

 （イ）領域２【知識・技能等の発見】 

  【知識・技能等の発見】は『課題解決への

方策』，『認識の変容又は再認識』の2カテゴ

リーで構成した。 

  『課題解決への方策』とは，２年次教員の

授業実践に関する悩みや課題について，協議

の中で＜課題を見出す＞ことで，その解決の

方向へ導くための考え方である。 

  『認識の変容又は再認識』の＜「～を通し

て」学ぶ，見直す，経験する＞とは，クロス

セッションの機会自体が，自身の指導法を見

直したり，ミドルリーダーとしてスキルアッ

プしたりすることである。＜気付く，発見す

る＞とは，自身の実践やキャリアについて，

新たな視点を得ることである。 

 （ウ）領域３【反省的な学び】 

  【反省的な学び】は『セッションを通して

感じる』，『より高次の力量の必要性を自覚』，

『セッションを通して自身を振り返る』の3

カテゴリーで構成した。 

  『セッションを通して感じる』は，キャリ

アの異なる教員とのセッションを通して，中

堅教員が＜感化，刺激＞を受けていることを

表している。また，中堅教員の＜ミドルリー

ダーとしての役割・立場の自覚＞も表れてい

る。 

 
領域１【具体的な行動】 

 カテゴリーⅠ『経験に基づく行動』 

  概念①＜アドバイスをする＞ 

 

カテゴリーⅡ『寄り添うことを意識した行動』 

  概念②＜引き出す，悩みを聞く＞ 

  概念③＜一緒に考える＞ 

 

 
領域３【反省的な学び】 

 カテゴリーⅤ『セッションを通して感じる』 

  概念⑦＜感化，刺激＞ 

  概念⑧＜ミドルリーダーとしての役割・立場の自覚＞ 

 
 カテゴリーⅥ『より高次の力量の必要性を自覚』 

  概念⑨＜話し過ぎ＞ 

  概念⑩＜どうすればよいか，その場で考えるのが 

難しい＞ 

  概念⑪＜引き出すことの難しさ＞ 

 

 カテゴリーⅦ『セッションを通して自身を振り返る』 

  概念⑫＜初任の頃の経験を振り返る，思い出す＞ 

  概念⑬＜今の自分を振り返る， 

      実践の積み上げを実感する＞ 

 

 

領域２【知識・技能等の発見】 

カテゴリーⅢ『課題解決への方策』 

  概念④＜課題を見出す＞ 

 

カテゴリーⅣ『認識の変容又は再認識』 

  概念⑤＜「～を通して」学ぶ， 

見直す，経験する＞ 

  概念⑥＜気付く，発見する＞ 

図７ M-GTA 分析結果図 
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  『より高次の力量の必要性を自覚』で中堅

教員は，ファシリテーターとしての役割は理

解できているが，自分が＜話し過ぎ＞たこと

を挙げている。また，２年次教員の授業実践

に関する曖昧な理解・捉えを言い換えたり，

整理したりすることについて＜どうすれば

よいか，その場で考えるのが難しい＞と感じ

ている。それに加えて，＜引き出すことの難

しさ＞として，授業実践に関する思いや意見，

課題を引き出すこと，又は，それらを引き出

すための質問をするのが難しいということ

を感じている。 

  『セッションを通して自身を振り返る』と

は，２年次教員との協議が＜初任の頃の経験

を振り返る，思い出す＞契機となり，＜今の

自分を振り返る，実践の積み上げを実感する

＞ことにより経験の重さを再認識すること

である。 

 

 ウ 想定した学びのプロセスとの比較検討 

 当初想定した学びのプロセス「自身のキャリ

アや実践を振り返ったり，個々の課題に応じた

助言を考えたりする等の学び」及び「これまで

の経験した教育実践について多様な観点から

振り返ることによる気付き」は，分析によって

生成した 3領域の学びのプロセス【具体的な行

動】，【知識・技能等の発見】，【反省的な学び】

に対応するものであった。以下，その詳細につ

いてカテゴリーごとに述べる。 

 カテゴリーⅠ『経験に基づく行動』での中堅

教員のアドバイスの内容には，児童の発達段階，

実態に応じた具体的な指導方法がある。その場

で即時的に振り返ったことがアドバイスにつ

ながる。 

 カテゴリーⅡ『寄り添うことを意識した行動』

をとることで中堅教員が心掛けていることに

は，２年次教員が話しやすい環境や親和的な雰

囲気をつくることが挙げられる。このような行

動をとることにより，コミュニケーションの重

要性を意識したり，自分の経験から得たものの

大きさ（価値）を実感したりすることにつなが

る。 

 カテゴリーⅢ『課題解決への方策』における

中堅教員の状態は，協議の中で２年次の教員の

悩みの解消や課題の解決がどこまで進んでい

て，何ができていないのかを把握できていると

いうことである。 

 カテゴリーⅣ『認識の変容又は再認識』で，

２年次教員に寄り添った協議の進行をするこ

とは，中堅教員がミドルリーダーとしてのアド

バイスの仕方，傾聴のスキルを身に付けること

に役立つ。また，同じグループの中堅教員がア

ドバイスする姿を見ることにより，教師と子供

の関わり方への新たな視点を得ることにつな

がる。 

 カテゴリーⅤ『セッションを通して感じる』

には，キャリアの異なる教員と話すこと自体に

感化，刺激を受けるに留まっている場合と，ク

ロスセッションの経験から派生して，自身のキ

ャリアや実践を振り返り，ミドルリーダーとし

ての力量や役割を意識するところまで思考が

深まっている場合がある。 

 カテゴリーⅥ『より高次の力量の必要性を自

覚』では，クロスセッションを発話量という視

点で振り返るなど，支援的な立場で捉え直して

いる。そして，相手に発言を促したり，意見を

整理したりすることをその場で即時的に行う

ことの難しさを感じながらも，その必要性を意

識する。 

 カテゴリーⅦ『セッションを通して自身を振

り返る』において，中堅教員が自身の失敗談や

類似体験を語ることで，２年次教員の学びを促

すことになる可能性がある。加えてセッション

自体が，現在の自らの取組を振り返る機会とな

り，キャリアが異なる場合でも，教員の力量形

成に関する視点は共通の部分もあると認識し，

中堅教員が自身の実践の価値を見出すことに

つながる。 

 想定した学びのプロセスとの比較検討全体

を通して，中堅教員が，これまでの経験から，

自身のキャリアや教育実践について多様な観

点から振り返ることは，分析結果図の領域１～

３全てに表れていると言える。一方で，クロス

セッション「自体」を経験と捉え，自身の２年

次教員に対する支援的な関わりについて振り

返ることは，クロスセッションの目的がどの程

度達成できたのか，中堅教員が自覚することで

あると言えるだろう。これについては，中堅教

員それぞれによって，意識及び認識の変容度合

いに差が大きいのではないかと考えられる。こ

のことに関しては，想定した学びのプロセスと

の検討が十分とは言えず，今後の課題と捉えて

いる。 

（担当：小畑  慎） 
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３ 健康教育関係職員研修におけるクロスセ

ッション 

（１）概要 

 当センターで実施する健康教育関係職員研

修（以下，健康研と略記）（注 10）は養護教諭及

び栄養教職員を対象とした研修の総称であり， 

必要となる資質・能力の育成のため，経験年数

に応じた研修を行っている。研修の企画・運営

や授業づくりに関わる内容については当セン

ター指導主事が担当し，健康教育に係る専門的

な指導等は県教育委員会教育支援課に所属す

る指導主事や関係機関職員，大学教授等が行う。

これらは比較的小規模の研修で，受講者数及び

研修効果等を考慮し，一部を養護教諭及び栄養

教職員の職種や経験年数を交えて合同で実施

している。本年度は，新規採用養護教諭研修（以

下，新規養教と略記），新規採用栄養教諭研修

（以下，新規栄教と略記）,新規採用学校栄養

職員研修（以下，新規栄職と略記），中堅養護

教諭資質向上研修（以下，中堅養教と略記），

中堅栄養教職員資質向上研修（以下，中堅栄養

と略記）の校外研修（注11）の10日分を，目的に

応じた幾種かの合同により実施した（表６）。 

健康研の対象者は各校に一人配置の場合が

多く，平素の業務等について，様々な対応に苦

慮している受講者も多い。そのため，協議を通

して受講者同士が情報交換を行い，日々の悩み

などを共有したり，互いに励まし合ったりでき

る機会を設けている。また，クロスセッション

により，職種の異なる受講者との双方の立場か

らの気付きを得るとともに，他職種の教職員と

の連携やコミュニケーションの大切さ等につ

いての学びを想定している。 

 加えて，経験年数の異なる受講者とのクロス

セッションを通して，新規採用教職員（以下，

新採教職員と略記）は自身の課題への助言を受

けて実践的指導力向上への示唆を得ること，中

堅養教対象者及び中堅栄養対象者（以下，中堅

教職員と表記）は自身の教職経験を振り返り教

職キャリア形成への意欲向上につながる学び

を得ることを想定している。 

 上記研修については，オンデマンドで実施し

た 1日分を除き，集合型で実施した。このうち，

クロスセッションを行った３つの事例につい

て以下に述べる。 

 

（２）研修の実際 

 ア 事例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当センター指導主事による講義・演習では，

学習指導案作成の演習を行った。新型コロナウ

イルス感染症対策により，4～5 月の研修では

グループ協議を見合わせていたため，本研修が

今年度初めてのグループ協議の実施となった。

新規養教対象者と新規栄教対象者の合同実施

は今回の研修のみであるため，できるだけ職種

の異なる受講者が交流できるよう座席配置を

考慮し，3～4人グループを編成した。 

 受講者の感想の一部を次に示す。 

・評価設定が難しいことを共有し，導入方法など，

自分の考えと異なった意見を知ることができ，大

変有意義だった。（新規養教） 

・授業づくりの中でも養護教諭ならではの工夫を取

り入れていきたいと感じた。初めて 4人 1組での

グループワークを行うことができ，うれしく思う。 

新規養教③，新規栄教①，新規栄職④ 
期日 令和 4年 6月 17日（金） 
内容 ◇授業づくりと学習指導案について（講義・

演習） 
講師 当センター指導主事 

   ◇感染症・食中毒の予防について（講義・実
習） 

     講師 田辺保健所職員 
受講者数 新規養教 18人，新規栄教 2人，新規栄

職 2人 
 

表６ 職種及び経験年数を交えて合同で実施
した健康研 

研修名 期日

新規養教⑤
中堅養教②

新規栄教③
新規栄職⑥
中堅栄養③

新規養教⑦
新規栄職⑦
中堅養教③

新規養教⑧
中堅養教④

新規栄教④
新規栄職⑧
中堅栄養④

新規養教①
新規栄職①

中堅養教①
中堅栄養①

新規養教②
新規栄職③

新規養教③
新規栄教①
新規栄職④

新規栄教②
新規栄職⑤

教育長講話
健康教育関係職員研修について
健康教育関係職員の職務について
※初任者研修教職基礎研修①及び新規採用学校事務職員研修①と
　一部合同実施

中堅教諭等資質向上研修の開講に当たって
人権教育の推進について
服務規律の遵守と綱紀の厳正保持について
これまでの教職生活を振り返る
自己の教職キャリアデザインについて考える
オリエンテーション
※中堅教諭等資質向上研修共通研修１（紀南の部）と一部合同実施

学校を取り巻く諸課題について
きこえにくさ・見えにくさのある児童生徒について

授業づくりと学習指導案について
感染症・食中毒の予防について

学校給食における衛生管理の取組について
学校における食育の推進及び学校給食の充実と衛生管理に
ついて
学校給食の衛生管理における留意点について
アレルギー対策と衛生管理等の取組について
※教育支援課主催

内容

1/27

1/20

11/4

8/30

8/3

オンデマンド

6/17

5/31

5/17

4/5

保健教育について
保健室経営について

食育の取組について
食に関する指導の計画について
食に関する指導について

子供の人権について
前向きな子育てについて

研究授業（ビデオ）
研究協議
実践発表「教育実践の成果について」
研究協議「1年間の研修のまとめ」

研究授業（ビデオ）
研究協議
実践発表「教育実践の成果について」
研究協議「1年間の研修のまとめ」

-26-



 

（新規養教） 

・意見交換をしていると，導入を大切にしすぎて，

展開やまとめがおろそかになっていたことに気

付かされた。本時の展開が目標とつながる学習指

導案を作成し，実践していきたい。（新規養教） 

 同期及び職種の異なる教職員と交流し，クロ

スセッションを行ったことで，それぞれの立場

からの気付きがあり，専門性を生かして授業に

参画していくこと等,今後の授業づくりに前向

きな姿勢が見られた。 

 

 イ 事例２ 

新規養教対象者と中堅養教対象者が合同で

実施する 1回目の研修（年 3回）であり，グル

ープ編成を新採養護教諭 3人，中堅養護教諭 1

人の 4人グループとし，準備した。欠席による

人数変更により，各グループに中堅養護教諭 1

～2人となるよう再編成し，危機対応の演習を

行った。演習内容については，講師との打合せ

により，アレルギー症状を起こした場合の対応

についてのシミュレーションを計画した。 

 受講者の感想の一部を次に示す。 

・中堅養護教諭の方と交流することができ，とても

勉強になった。特に演習の中では，私が気付くこ

とができなかった対応をたくさん教えていただ

いた。養護教諭は学校に一人しかいないため，全

職員との協力や，保健室からの啓発活動が大切だ

と思う。（新規養教） 

・学習指導案や保健だよりの意見交換，演習を初任

研の養護教諭も交え行ったことで，改めて保健教

育や保健室経営について再確認することができ

た。また，できていないことの多さに自分なりに

もう一度見直していく必要を感じた。（中堅養教） 

・初任の先生方との研修で改めて自分が中堅であ

る自覚をもたないといけないという気持ちにな

った。（中堅養教） 

 本クロスセッションにおいては，中堅養護教

諭は新採養護教諭の考えを引き出しながら進

行する様子が見られた。これにより，自校の危

機対応における課題にも改めて気付くことが

でき，全教職員で情報を共有することの大切さ

や校内研修の実施に向けた意欲向上につなが

ったと考える。 

 

 ウ 事例３ 

新規栄教対象者と新規栄職対象者が中堅栄

養対象者と合同で実施する 1回目の研修（年 2

回）であり，少人数であるため，全員で交流で

きる機会を多くもてるよう事前に講師と打合

せを行い，計画を立てた。 

受講者の感想の一部を次に示す。 

 新採栄養教諭が模擬授業を行い，その後クロ

スセッションを行ったことで，特に新採学校栄

養職員にとっては，食に関する指導の実際につ

いてイメージすることにつながった。 

 

（３）アンケートに見られる対象教職員の学び 

 ア 分析 

 （ア）分析対象 

  令和 4 年度健康研対象教職員 33 人（新規

養教 20人，新規栄教 2人，新規栄職 2 人，

中堅養教 8 人，中堅栄養 1 人）に，研修後，

クロスセッションで学んだことを踏まえて

意識変容及び教育実践での活用等について

アンケート調査を行った（表７）。これらの回

答データを基に分析する。 

 （イ）分析方法 

  表７により得られた回答を基に，次の①～

③の手続きで分析を行った。 

 ①質問２におけるクロスセッションを通し

て学んだことの記述を集約し，記述内容か

らキーワードを抽出する。 

 ②抽出したキーワードを，類似するグループ

・模擬授業や指導案を見せていただき，児童生徒に

分かりやすい工夫が感じられ，今後の指導の参考

にしたいと思う。（新規栄職） 

・これから授業をするに当たり，模擬授業を見せて

いただき，大変勉強になった。子供たちのために

栄養士としてどのようなことをしていかなけれ

ばいけないのか考える機会となった。（新規栄職） 

新規養教⑤，中堅養教② 
期日 令和 4年 8月 3日（水） 
内容 ◇保健教育について（講義・演習） 

講師 教育支援課指導主事 
◇保健室経営について（講義・演習） 

     講師 教育支援課指導主事 
受講者数 新規養教 19人，中堅養教 7人 
 

新規栄教③，新規栄職⑥，中堅栄養③ 
期日 令和 4年 8月 30日（火） 
内容 ◇食育の取組について（実践発表） 

講師 小学校栄養教諭 
   ◇食に関する指導の計画について（講義） 
     講師 教育支援課指導主事 
   ◇食に関する指導について（講義・演習） 
     講師 大学准教授 
受講者数 新規栄教 2 人，新規栄職 2 人，中堅栄

養 1人 
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に分類する。 

 ③分類にラベルを付し，受講者が得た学びの

傾向を把握する。なお，１つの記述に２つ

以上のラベルを付したものもある。 

 

 

 

 イ 結果 

 質問１－❶「研修を通して，自身の意識が変

わったと思いますか。」の問いでは，受講者全

員が「とても思う」「やや思う」と回答した（図

８）。一方で，１－❷「研修を通して，自身の教

育実践が変わったと思いますか。」，１－❸「研

修で学んだことを学校の教育実践で活用する

ことができていますか。」の問いについては，

「あまり思わない」と回答した受講者がいた

（図８）。研修を通して意識の変容が見られる一

方で,学んだことを活用できず校内での実践に

つなげられていない現状も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ア）職種の異なる受講者との情報交換や交

流等（「事例１」等） 

  先に述べた分析方法により，抽出キーワー

ドごとにまとめられた各分類は「共通の思い」

「専門性」「情報交換・共通理解」「連携・協

力・コミュニケーション」「モチベーション」

「達成感・満足感」「刺激」「新たな視点・気

付き」のラベルを付すことができた（表８）。 

 

 

 

質
問
１ 

経験年数が異なる方や職種が異なる方と小

グループで協議する研修（クロスセッショ

ン）で学んだことを踏まえ，当てはまるもの

を選択してください。 

❶研修を通して，自身の意識が変わったと

思いますか。 

❷研修を通して，自身の教育実践が変わっ

たと思いますか。 

❸研修で学んだことを学校の教育実践で活

用することができていますか。 

回
答

方
法 

(1)とても思う(2)やや思う(3)あまり思わ

ない(4)ほとんど思わないの４件法 

質
問
２ 

これまでの校外研修を振り返って，受講者

同士の情報交換や交流等を通してどのよう

なことを学びましたか。簡潔な文章で入力

してください。 

❶同じ職種同士の情報交換や交流等 

❷異なる職種の方との情報交換や交流等 

❸新規養教：中堅養教対象者との情報交換

や交流等 

 新規栄教：新規栄職対象者及び中堅栄養

対象者との情報交換や交流等 

 新規栄職：新規栄教対象者及び中堅栄養

対象者との情報交換や交流等 

 中堅養教：新規養教対象者との情報交換

や交流等 

 中堅栄養：新規栄教対象者及び新規栄職

対象者との情報交換や交流等 

回
答

方
法 

自由記述 

職種 記述内容 ラベル 

養 

健康や食の安全，児童生徒に対

する思いは同じだと感じ，刺激

を受けた。 

共通の思い 

刺激 

養 
専門的な視点からの意見や助

言をいただくことができた。 
専門性 

養 

異なる職種であっても，お互い

を尊重し合い，協力して，子供

たちがよりよい方向へ進める

ように連携していくことの重

要性を学んだ。 

連携・協力・

コミュニケーション 

養 

学校には異なる職種，教科・専

門の方が多くいるので，日頃か

ら交流し，互いに理解を深めて

いきたいと感じた。 

情報交換・ 

共通理解 

モチベーション 

栄 

養護教諭の先生方は，児童生徒

の小さな変化にすぐ気付ける

よう，日頃の様子をよく観察し

ていることを知った。 

専門性 

新たな視点・

気付き 

栄 

異なる職種の方の意見をたく

さん聞けたことで，自分にはな

かった視点での物事の捉え方

を学ぶことができ，視野を広げ

ることができた。日頃の業務の

意識改革につなげることがで

きた。 

新たな視点・

気付き

モチベーション

達成感・満足感 

表８ アンケートの記述（抜粋） 

 

表７ クロスセッションに関するアンケート

の質問項目の一部及び回答方法 

 

表中の職種は「養」：養護教諭，「栄」：栄養教職員を表す。 

なお，表９，表 10も同じである。 

図８ クロスセッションを通して学んだこと 

60.6% 39.4%
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❶研修を通して，自身の意識が変わったと思いますか。

とても思う やや思う あまり思わない ほとんど思わない （対象：33人）

39.4% 51.5% 9.1%
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❷研修を通して，自身の教育実践が変わったと思いますか。

とても思う やや思う あまり思わない ほとんど思わない （対象：33人）

42.4% 51.5% 6.1%
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❸研修で学んだことを学校の教育実践で活用することができていますか。

とても思う やや思う あまり思わない ほとんど思わない （対象：33人）
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  ラベルごとの出現数は図９のとおりであ 

る。 

 
  以上より，職種の異なる受講者とのクロス

セッションを通して，互いの専門的知見から

それぞれの視点による意見交換がされ，専門

性を生かした助言等から双方向に刺激を受

け合い，新たな視点・気付きが得られたこと

が分かる。特に校内での他職種の教職員との

連携やコミュニケーションの大切さ等につ

いて再認識し，実践への意欲の高まりが見ら

れた。 

 （イ）経験年数の異なる受講者との情報交換

や交流等（「事例２」，「事例３」等） 

 １⃣新採教職員 

  先に述べた分析方法により，抽出キーワー

ドごとにまとめられた各分類は「専門性」「モ

チベーション」「達成感・満足感」「刺激」「新

たな視点・気付き」「課題解決」「不安解消・

安心感」「今後の教職員像」のラベルを付す

ことができた（表９）。 

  ラベルごとの出現数は図 10 のとおりであ

る。 

 

 

 ２⃣中堅教職員 

  先に述べた分析方法により，抽出キーワー

ドごとにまとめられた各分類は「モチベーシ

ョン」「刺激」「新たな視点・気付き」「省察

の機会」「役割自覚」のラベルを付すことが

できた（表 10）。 

  ラベルごとの出現数は図 11 のとおりであ

る。 

 

 

職種 記述内容 ラベル 

養 

これまでの取組や，1，2年目は

どんなふうに過ごしていたか

など聞くことができ学びが多

かった。不安に感じている部分

も，実際に働いている中堅の先

生方に話してみることで安心

したり，改善点を見つけたりす

ることができた。 

課題解決 

不安解消・

安心感 

達成感・満足感 

養 

和やかな雰囲気の中で，分から

ないことを教えていただいた

り，相談に乗ってもらったりし

たことは，私にとって心の支え

となった。私も安心感を与えら

れる養護教諭になりたいと思

う。 

不安解消・

安心感 

今後の教職員像 

モチベーション 

養 

救急処置について役割分担を

し，シミュレーションを行った

際，どのように対応すればよい

か迷ったときに，中堅養護教諭

の方が迅速に対応されていた。

また，細かいところまで，気を

遣われて対応されていてとて

も勉強になった。 

専門性 

達成感・満足感 

養 

中堅の方と研修を行えたこと

で，自分との差や自分が目指す

べき目標が見えた。これからも

学び続けたい。 

モチベーション

今後の教職員像 

養 

いろんなことを経験すること

が大切だということを学んだ。

研修等に参加し学び続ける姿

勢をもつことや積極的に行動

すること，評価や見直しを行い

定期的に振り返る機会をもつ

ことも大切であると感じた。 

刺激 

今後の教職員像 

栄 

これから目指していくところ

を考えることができた。取組内

容を教えていただき，自校での

実践につなげたいと思った。 

今後の教職員像 

モチベーション 

栄 

授業実践へとつなげるヒント

を学ぶことができた。今後もこ

のような情報交換をして学ん

でいきたい。 

新たな視点・

気付き

モチベーション 

表９ アンケートの記述（抜粋） 

 

図 10 経験年数の異なる受講者との情報交換 
や交流等（新採教職員） 
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  以上１⃣２⃣より，クロスセッションを通して，

モチベーションの高まりが見て取れる。新採

教職員は中堅教職員の高い専門性から新た

な発見・気付きが得られ，自身の課題解決や

不安解消・安心感につながった。また，中堅

教職員は新採教職員から刺激を得ているこ

とが分かる。自身の教職経験を振り返ったり，

個々の課題に応じた助言を考えたりする等

の学びが得られるとともに，新採教職員のロ

ールモデルの役割を果たしており，ミドルリ

ーダーとしての自覚の高まりが見られた。 

 

 ウ 想定した学びとの比較検討 

 本稿の冒頭で述べた「所属校等でこれまで経

験した教育実践について多様な観点から振り

返ること」については，職種の異なる受講者及

び経験年数の異なる受講者とのクロスセッシ

ョンを通して，対象教職員の学びを想定どおり

見取ることができ，実践への意欲の高まりが見

られた。 

 一方，「クロスセッションを『経験』と捉え，

小グループでの協議の際に自分がどのような

状態なのかを振り返ること」については，クロ

スセッションを良い「経験」とすることはでき

たが，日常の業務につなげられていない現状が

あることも分かった。 

 養護教諭及び栄養教諭の資質能力の向上に

関する調査研究協力者会議（2023）では，養護

教諭及び栄養教諭は，他の教諭等と異なり，各

学校一人の配置が多い中，児童生徒等の心身の

健やかな成長を担うという目的を同じくする

職種として互いの職種について理解し合い，協

働して学ぶことが今後ますます期待されるこ

とが示されている。 

 研修での学びを日々の業務にどのように生

かしていくか，他職種の教職員との連携や日常

的なコミュニケーション等,校内での実践へつ

なげていくためにも運営の工夫が必要である。 

（担当：花光 真由美） 

 

４ 新任主幹教諭，マネジメント力向上研修受

講者，新任教頭によるクロスセッション 

（１）概要 
新任主幹教諭研修②，マネジメント力向上研修②，
新任教頭研修③ 
期日 令和 4年 11月 15日（火） 
内容 ◇きのくにコミュニティスクールについて

（講義） 
     講師 生涯学習課副課長 
   ◇コミュニティ・マネジメントについて（講

義・協議）＊主幹・マネジメントのみ 
     講師 当センター主任指導主事 

◇人材育成と教頭のリーダーシップ（講義）
＊教頭のみ 

講師 大学教授 
   ◇チーム学校の確立と学校組織マネジメン

ト（講義・演習）＊クロスセッション 

     講師 大学教授 

 当センターでは，新任主幹教諭研修を年間 2

日，マネジメント力向上研修（注 12）と新任教

頭研修をそれぞれ年間 3日実施している。これ

ら 3 研修の一部（半日分）を合同で実施した。 

 具体的には，「チーム学校の確立と学校組織

マネジメント」と題した講義・演習（約 2h）に

おいてクロスセッションを行った。 

 クロスセッションでは，SWOT 分析及びク

ロス SWOT 分析を行い，所属校の強みを生か

した取組の充実や喫緊の課題への対策等に係

る学校経営戦略を考え，他のグループに対して

職種 記述内容 ラベル 

養 

いろいろな知識を身に付けよ

うという気持ちや何でも吸収

しようという感じ，初々しさ，

前向きな気持ちに負けていら

れないなと刺激を受け，養護教

諭の仕事を一から丁寧に見直

すいいきっかけになった。 

刺激 

省察の機会 

養 

10年前の意欲や，悩みなどを思

い出した。中堅として，若い先

生方のサポートができればと

思う。 

モチベーション

役割自覚 

養 

初任ならではの見方や考え方

などがあり，改めて経験だけが

大切なことではないと思った。 

新たな視点・

気付き 

栄 

一生懸命食の指導に取り組ん

でおられる様子が伝わった。最

終回でもっと交流できるよう

に，進んで声をかけることがで

きるようにしたいと思う。 

刺激 

役割自覚 

表 10 アンケートの記述（抜粋） 

 

図 11 経験年数の異なる受講者との情報交換
や交流等（中堅教職員） 
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発表した。 

 新任教頭に対しては，人材育成やリーダーシ

ップの取り方等について理解を深める場とし

て位置づけており，教職員の同僚性を高める取

組や，主幹教諭をはじめとするミドルリーダー

となる教職員への関わり方等の学びを想定し

た。 

一方，新任主幹教諭及びマネジメント力向上

研修受講者に対しては，チームとしての学校の

確立について組織マネジメントの視点から理

解を深める機会の一つとして位置づけており，

学校の課題を協働で分析して解決に取り組む

ことや，管理職に積極的に提案を行うこと等に

ついての学びを想定した。 

  

（２）新任主幹教諭の学び 

 ア 分析 

 （ア）分析対象 

  令和4年度新任主幹教諭研修受講者4人を

取り上げ，研修受講後のレポートと，後日行

った聞き取り調査の分析を基に，研修での学

びや所属校における取組への影響について

明らかにする。上記受講者全4人は，本クロ

スセッションを行う5か月前に，新任主幹教

諭研修①を受講している。この研修①では，

主幹教諭は，校長及び教頭を補佐し，教員の

リーダーとして学校運営組織を円滑に機能

させ，役割を果たすものであることを前提に，

管理職が主幹教諭に期待すること等を知り，

他県の実践例と所属校の現状から自身の果

たす役割について考え，協議を行っている。 
新任主幹教諭研修① 
期日 令和 4年 6月 17日（金） 
内容 ◇主幹教諭の役割について（講義） 
     講師 紀南教育事務所人事主事 
   ◇主幹教諭に求められる資質・能力（講義・

演習） 
     講師 当センター指導主事 
   ◇主幹教諭の機能・役割と組織マネジメント

（講義・演習） 

     講師 大学教授 

  研修①における研修受講レポートと，クロ

スセッションを行った研修②（11月）の研修

受講レポートの記述に変容が見られること

及び自身より上位の職位にある教頭との協

議において多くの学びを得ることが想定さ

れるため，本稿では，新任主幹教諭の学びに

焦点を当て，研修による学びを明らかにする

こととした。なお，研修受講後のレポート題

を「本日の研修内容を主幹教諭としての業務

にどう生かすか」と設定した。 

 （イ）分析方法 

  研修①と研修②のレポートの記述から，本

県が定める「校長・副校長・教頭・主幹教諭

及び主任等に求められる資質・能力に関する

指標」（注 13）が示す７つの資質・能力（構想

力・調整力・行動力・連携力・育成力・省察

力・垂範力）について，受講者が自身をどの

ように捉えているのかを見取る。また受講者

が自身の変容やその要因についてどのよう

に捉えているのか，さらに，本研修で実施し

たクロスセッションでの学びや，クロスセッ

ション時の状況，日常の業務とのつながりに

ついて聞き取り調査を行った。 

 

 イ 結果 

 聞き取り調査は，オンライン会議システムを

用いて，スタッフ 2名にて行った。それぞれの

主幹教諭のレポートの記述と，聞き取り調査の

記録は以下のとおりである。 

 （ア）Ａ主幹教諭 

時期 レポートの記述（一部要約） 

研修①後 

レポート 

・教職員のメンター役としてまだまだ

課題がある。【育成力】 

・全職員の自発的行動を促す段階には

まだまだであると実感した。【調整

力】 

研修②後 

レポート 

・職員研修を計画し，組織力向上に取り

組みたい。【行動力】 

・学校運営協議会にも積極的に関わっ

ていきたい。【連携力】 

・管理職とその他の教員をつなぐパイ

プ役としての役割を進めていきた

い。【垂範力】 

・自分の職場でも，課題改善のために話

し合うことの大切さを改めて感じ

た。（クロスセッションでの学び） 

  研修①では自身の資質・能力が不足してい

ると捉えていたことに対して，研修②では自

身の役割を明確に捉え，同僚や地域等の連

携・協働に向けて力を発揮しようとする記述

が見られた。 

  その後の聞き取り調査の記録（一部抜粋，

要約）は次のとおりである。（Ｈは筆者を表

す。） 

Ｈ：クロスセッションを行っている時，どのような

ことを感じていたか。 
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Ａ：クロスセッションでは，近い年齢の集団という

のもあってか，特別に誰かが進行役を行うこと

なく協議が進んだ。職場では，教職員の年齢層

の差が大きい。年上の先生に若手の先生が言い

にくい部分もあるだろう。（クロスセッションと

日常の業務とのつながり） 

Ｈ：クロスセッションで学んだことは何か。 

Ａ：他校とはいえ，教頭先生が抱えている課題や悩

みを共感できよい研修となった。 

Ｈ：主幹教諭という職に関する考え方や働き方に変

化はあったか。 

Ａ：時間の経過は大きな要因である。異動してきた

ばかりで担任をしていた時に感じていた学校の

課題について，改善に向けて取り組める立場と

成果に達成感を感じている。 

 （イ） Ｂ主幹教諭 

時期 レポートの記述（一部要約） 

研修①後 

レポート 

・教務主任の時との違いを意識して校

務に携わりたい。【垂範力】 

・人材育成に難しさを感じている。【育

成力】 

・主幹教諭としての働き方はどういっ

たものか再度見直し，整理していき

たい。【省察力】 

研修②後 

レポート 

・何ができるか考え，主幹教諭として，

管理職に提案したい。【構想力】 

・4人グループの活動でも，どこに視点

を置くか，柱をどこにするかを決め

るだけで難しかった。自校において

も，様々な世代と人数の多さを考え

ても，同じ方向性にもっていくだけ

で苦労している。（クロスセッション

と日常の業務とのつながり） 

  研修①では，Ａ主幹教諭同様，自身の資質・

能力の不足についての記述が見られた。しか

し，研修②では，学校運営に意欲的に取り組

もうとする記述や，実際に取り組む中での困

難さについての記述が見られた。 

  その後の聞き取り調査の記録（一部抜粋，

要約）は次のとおりである。 

Ｈ：クロスセッションで学んだことは何か。 

Ｂ：教頭先生の俯瞰的な視点。所属校では距離が近

いせいか感覚も自分と同じように感じていた。 

Ｈ：クロスセッションを行っている時，どのような

ことを感じていたか。 

Ｂ：話しやすい雰囲気で，思ったことを伝えること

ができた。頷きや相槌など，前向きに聞く姿勢 

があった。協議に臨む熱量と経験がそろってい

た。学校での職員会議や現職教育となると，自

分事ではなく義務的な参加になる場合もあるの

で，グルーピングや具体物の準備など工夫をし

ている。（クロスセッションと日常の業務とのつ

ながり） 

Ｈ：主幹教諭という職に関する考え方や働き方に変

化はあったか。 

Ｂ：時間が経過する中で，短時間で人材育成する難

しさが身に染みてわかってきた。ある程度長い

時間が必要。 

 （ウ）Ｃ主幹教諭 

時期 レポートの記述（一部要約） 

研修①後 

レポート 

・管理職の先生と教職員の間に立ち，潤

滑の役割をする。【垂範力】 

・教育目標やスクールプランに対して，

どのように取り組むべきかを，教頭

をはじめ，他の教職員と共に考える。

【調整力】 

研修②後 

レポート 

・学校内での困り事がないか，管理職と

一緒になって相談できる環境をつく

る。【連携力】 

・校長の目指す教育目標にたどりつけ

るように教頭とともによりよい組織

をつくれるようにしたい。【垂範力】 

  Ｃ主幹教諭は，研修①では管理職と他の教

職員をつなぎ，組織のコミュニケーションの

活性化についての記述が見られた。しかし研

修②では，教頭の立場に寄り添ったような記

述が見られた。また，クロスセッションに関

する記述は見られなかった。 

  その後の聞き取り調査の記録（一部抜粋，

要約）は次のとおりである。 

Ｈ：クロスセッションで学んだことは何か。 

Ｃ：色んな考えや取組を聞けたこと。 

Ｈ：クロスセッションを行っている時，どのような

ことを感じていたか。 

Ｃ：フラットな感じで協議ができた。日頃から，職

員室をできるだけ明るく，楽しくしたいと話し

かけるように気を付けている。長い間一緒にい

るからこそ言いにくかったり伝えにくかったり

することがある。教職員の目線を合わせるため

に自分がいられたらいい。（クロスセッションと

日常の業務とのつながり） 

Ｈ：主幹教諭という職に関する考え方や働き方に変

化はあったか。 

Ｃ：座席が変わり見える景色が変わった。実際に学 
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校全体に関わる仕事が増え，今まで知らなかっ

たことを知ることができた。各学年に関わって

調整できる立場にいるという自覚がある。 

 （エ）Ｄ主幹教諭 

時期 レポートの記述（一部要約） 

研修①後 

レポート 

・教諭の立場で考えることが多かった

が，今後は管理職側の意見に立ち物

事を考えていきたい。【垂範力】 

・より良い教師の人材育成を進めたい。

【育成力】 

研修②後 

レポート 

・本校の目標，ビジョンをもう一度考

え，実践交流する必要がある。研修で

得たことをヒントに学校運営に生か

していきたい。【構想力】 

・若手教師育成について，同じ考えの教

頭の意見を聞くことができた。【育成

力】（クロスセッションで得た共感） 

  Ｄ主幹教諭のレポートからは，学校運営に

参画する意識の高まりが見られた。また，若

手の育成を意識して業務に当たっており，ク

ロスセッションでは，同様の考えをもつ教頭

の意見に共感することができたとする記述

が見られた。 

  その後の聞き取り調査の記録（一部抜粋，

要約）は次のとおりである。 

Ｈ：クロスセッションで学んだことは何か。 

Ｄ：立場の違う者同士で協議をすることで，自分と

は違う意見や，所属校と実態の違う学校の取組

を聞けたことが新鮮であった。 

Ｈ：クロスセッションを行っている時，どのような

ことを感じていたか。 

Ｄ：学校で話し合う時は，目先の問題について何と

かしなければならないことが多く，ゆっくり時

間が取れない。直面している問題ではないテー

マで協議できるので，研修が良い機会だと感じ

る。（クロスセッションと日常の業務とのつなが

り） 

Ｈ：主幹教諭という職に関する考え方や働き方に変

化はあったか。 

Ｄ：日が経つにつれて，学校全体をみるのが仕事だ

と分かってきた。所属の課題にもっと向き合わ

ないといけないと感じている。 

 

 ウ 想定した学びとの比較検討 

 クロスセッションによる新任主幹教諭の学

びとして，想定していた「学校の課題を協働で

分析して解決に向けて取り組むこと【行動力】」

「管理職に積極的に提案を行うこと【構想力】」

についての意欲の向上に加え，「組織のコミュ

ニケーションの活性化を図ること【垂範力】」

等に関する学びを見取ることができた。特に，

クロスセッションにおいて教頭と意見を共有

し，共感しながら協議を進められたことが，自

身の役割についての理解を促し，意欲の向上に

つながったことが分かる。このことから，本稿

の冒頭で述べた「所属校等でこれまで経験した

教育実践について多様な観点から振り返る」と

いうリフレクションを，クロスセッションにお

ける SWOT 分析等のワークショップにおいて

促進することができたと考えられる。 

一方，「クロスセッションを『経験』と捉え，

小グループでの協議の際に自身がどのような

状態なのかを振り返る」というリフレクション

については，「所属校でも課題解決のために話

し合うことは重要だと思うが，同様の協議の実

施は，様々な背景があり，難しい。」という考

えが4人に共通していた。クロスセッションで

課題解決に向けての方向性を共有することの

重要性について理解を深めることを良い「経験」

としながらも，日常の業務での「試行」への結

びつきには至らない場合があることも分かっ

た。研修での学びがこの先の行動の変容につな

がるには，自身の業務に生かす具体策について

示唆が得られる研修にしなければならない。そ

のために，受講者一人一人が抱える課題の背景

を知ることが今後の課題である。 

（担当：遠藤 隼人） 

 

５ 今後に向けて 

 これまで，２年次教員，中堅教員，健康教育

関係職員及び主幹教諭のクロスセッションに

おける学びに関する分析結果を述べてきた。今

回，各研修担当者の分析により，研修受講者の

学びが浮き上がってきた。分析については，ま

だまだ検討が必要な部分が残されているもの

の，ここまでの結果をもって，各キャリア段階

や様々な職種の教職員の学びを促進するクロ

スセッションの在り方について検討したい。 

 その際も，本稿冒頭で述べた「二重構造のリ

フレクション」が手掛かりとなる。各研修にお

いて，当センターが意図した学びをおおよそ得

させることができたことから，「①所属校等で

これまで経験した教育実践について多様な観

点から振り返る」ことについては，クロスセッ
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ションのねらいを達成できたと考えられる。し

かし，「②クロスセッションを『経験』と捉え，

小グループでの協議の際に自分がどのような

状態なのかを振り返る」ことについては，その

過程を見取ることが困難であった。①のリフレ

クションと併せて比較検討し，研修での学びを

生かし自身の所属校において試行するといっ

た段階まで学びを促進できたとは言い難い。例

えば，クロスセッションを終えた若手教職員で

あれば，研修で得られた示唆が，実践意欲の向

上のみに留まらず，具体的手段の選択等の行動

につながることが望まれる。また，中堅教職員

が，自身の支援的な関わりによる若手教職員の

状態を把握する経験を通して，所属校での若手

教職員への関わり方へ生かすことが望まれる。

しかし，中堅教職員や新任主幹教諭への聞き取

り調査において，「クロスセッションで，学び

を得ることができたが，所属校で生かすことが

できていない（難しい）」という回答が見られ

たことは，クロスセッションの在り方を検討す

る上で，解決すべき問題である。以上を踏まえ，

今後に向けて検討したクロスセッションの在

り方を次に示す。 

・必要な振り返りの機会，時間を確保した研

修プログラムの構築 

・研修運営者である指導主事が主導するリ

フレクション場面の設定 

・２年次研修から３年次研修にかけての教

育課題研究に関する取組の見直し 

・コーチングスキル等，ミドルリーダーとし

ての資質・能力に関する研修事前視聴動画

の活用方法の改善，及び新たなコンテンツ

の作成 

・校内や地域において，他職種やキャリアの

異なる教職員との連携やコミュニケーシ

ョンを促す校外研修でのしかけ 

 以上のように校外研修では，自身の教育実践

への示唆を得ること，日々の実践の悩みを共有

すること等に留まるのではなく，クロスセッシ

ョン等で経験したことが，確かな理解を促し，

具体的な実践につながるように研修を計画す

る必要がある。何より，本稿で明らかになった

クロスセッションにおける受講者の学びを想

定し，リフレクションを促す上質な問いを設定

することが重要である。 
 

 謝辞：本年度，当センターにおけるクロスセ

ッションを用いた研修の実施及び聞き取り調

査等に当たり，多大な御理解，御協力をいただ

きました関係各位に，改めて感謝申し上げます。 

 

＜注 釈＞ 

注１ コロナ禍以前は，伊都・那賀・海草・有田・日

高・西牟婁・東牟婁の 7地方に中核市である和

歌山市（中堅教員のみ）を加えた 8地方で受講

者を振り分け，2日に分けて実施した。 

注２ 小学校及び特別支援学校は校種別，中学校及び

高等学校は教科別を基本とした。教科によって

は異教科のグループや中学校・高等学校混合の

同教科グループも編成した。 

注３ 教育課題研究は，「学習指導に関して自己の課題

を設定し教育実践を進めながら研究を深めるこ

とにより，教員としての課題解決能力及び学習

指導力の向上を図る」ことを目的とし，３年次

研修の場において，その成果を発表・協議する。 

注４ 本県中堅教諭等資質向上研修は，共通研修で校

内研修会運営の手法を学び，実際に中堅教員が

校内研修会の企画・運営等を実践する構成とな

っている。 

注５ 本県が策定している「教員としての資質の向上

に関する指標」は，教員のキャリアを「基礎形

成期」「伸長期」「充実期」「貢献期」の４つの段

階で示している。また，本県指標では，「授業実

践力」を高めるために必要な資質・能力として，

「授業構想能力」「指導技能」「省察」の３つを

設定している。「教員に求められる資質・能力 

自己評価シート」は，この指標を基に作成して

いる。本研修対象者である２年次教員は「基礎

形成期」，中堅教員は「充実期」のキャリア段階

に当たる。 

注６ 木下（2020）によると，M-GTA では，人と人が

直接的に関わり合う社会的相互作用を複雑で常

に変化しているプロセスと捉え，その理論化を

目的とするため，分析テーマを「○○のプロセ

ス」と表現することを推奨している。 

注７ 筆者は M-GTA 初学者であるため，実際の分析

に当たっては，岩崎・三鴨・足立（2009）と廣

松・尾澤（2019）を参考とした。M-GTA は比較

的少数の対象者のインタビューデータを扱う分

析手法であるため，大学の授業において，100人

を超えるアンケートデータを取り扱った岩崎・

三鴨・足立（2009）を分析方法の拠り所とした。 

注８ 当センターが令和 3年度に導入した研修受講管

理システム。研修受講者はウェブ上で研修申込，

研修シラバスの確認，振り返りシート等の入力

及び研修受講履歴の確認をすることができる。 
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注９ M-GTA による分析において，概念生成のプロ

セスの実質的内容となる分析者の解釈の記録。

分析ワークシートに，その記入欄を設けている。 

注10 新規採用養護教諭と新規採用栄養教職員を対象

とした研修は毎年実施している。中堅教職員を

対象とした研修は隔年開催であり，令和4年度は

実施年度である。 

注11 健康研校外研修について，新規採用養護教諭研

修は年間8日，新規採用栄養教諭研修は年間4日，

新規採用学校栄養職員研修は年間8日実施して

いる。中堅養護教諭資質向上研修は年間4日，中

堅栄養教職員資質向上研修は年間4日実施して

いる。一部を職種及び経験年数を交えて合同で

実施しているため，健康研としては，のべ年間

14日の実施となる。 

注12 マネジメント力向上研修は，令和2年度より開始

した市町村教育委員会教育長及び県立学校長が

推薦する教員が受講している研修。様々な側面

から包括的にマネジメント力の向上を図る内容

で研修を実施し，学校運営に積極的に参画する

意識の高揚を図っている。 

注13 当センターが作成している「校長・副校長・教

頭・主幹教諭及び主任等に求められる資質・能

力に関する指標」（平成30年度版）は，３つの視

点からなる７つの資質・能力で構成している。

組織マネジメントの視点として構想力，調整力，

行動力，連携力を，人材育成の視点として育成

力を，教育に対する使命感の視点として省察力，

垂範力を挙げている。 

http://www.manabi.wakayama-c.ed.jp/kensyuu_

ikusei-sihyou/kouchou_shihyounew.pdf 
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